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取扱説明書 


このたびは本品をお買いあげいただをましてまことにありがとラございまず。 

■ご使用になる前に、必ずこの r 取扱説明書 J 巧び別冊の「工事説明書 J をよく読 
んで、正しく使用してください。 

この「取扱説明書」は、別冊の「工事説明書 J 、保証書と共に必ず保管してくだ 
さい。 
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截全のために必ずお守りください 

♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使用するために、 
必ずお守りいただ<ことを説明しています。 

•ここに示した表示は、誤つた使いかたをしたとをに生じる危害や損善の程度を次の表示で区分し、説明 
しています。 


•お守りいただく内容を、なの絵表示で区分しています。 


0 (® ® ® 

この絵表示は、「禁止」されている内容です。 

A 

この絵表示は、「ミち意」していただく内容でず。 

o c 

この絵表示は、必ずしていただく「指示」内容です。 


参説明文中の r お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容び記載されています。 


公危険 （DANGER 


★ガソリン厳禁1 み 

ガソリンなど揮懸の高い油は、絶対に使用しないでくだ 

か量の混入でも、幾の願になります。 

^ ® (§) 

ガソリン禁止 


么筒资 ( DANGER ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び 
死ご、重傷を負ラ危険、または火災の危険び差し迫 
って生じることび想定される内容を示しています。 

么警告 ( WARNING ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び 
死じ重傷を負ラ可能性、または火災の可能性び想 
定される内容を示しています。 

A を意 ( CAUTION ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び 
傷害を負ラ可能性や物的損害の発生が想定される 
内容を示していまず。 


警告 （ WARNING) 


:給排気筒（管，ホース）外れを険 


給排気筒(管、ホース)ががれたまま使用しない 
で < ださい。 

がれていると運範中に排ガスび室内に漏れて、 
危険です。 



0 

禁止 


★給排気筒トップ閉そ < 危険 


給排気筒トップの周りび雪で&さびれたままで 
使用しないでください。ふさがれているとさは、 
陳雪してください。 

閉そくしていると運転中に排ガスが室内に漏れ 
て、危険です。 



0 

禁止 


お使いになる1刖に 








巧全のために必ずお守りください 



告 （ WARNING) 


スプレー 生厳 禁 I 

スプレー定やカセツトこんろ用ボンベなどをス 
トーブの上や前(周囲に）や温風のあたるところ 
に放置しないでください。 

熱で吿の圧力が上がり、 爆発して危険です。 

み温風吹出 □をふさび な内 

衣類、紙などで温風吹出□や空気取天□をふさ 
がないでください。 

巧類、紙などで&さ 1 

ぐと、異常燃焼や乂 5^げを5^ 1 X 1 
災 CD 原因になります。劑 

禁止 


が ;- V 

爾 


0 

禁止 


★を類の乾燥厳禁 j 

衣類などの乾燥には使用しないでください。 
衣類び落下して义びつき、乂災の原因になりま 


皮定期点検の実施 I 

定:蘭的 （2 年に]回程度)に点検-整備を受けて 
<ださい。 

点検を受けずに長期間使用し続けると、故障や 
事故の原因になり危険でず。 

点検-整備はお買い求めの販売店や資格者のい 
る店に依頼してください。〜 



0 


I ★ご自身での据付け•移設工事の厳禁 I 

お客さまご自身による工事は危険です。 

据付け工事は販売店や専門業着にご依頼<ださ 



〇 


(ス I -ーブを移設させる場合を同じです。 


J 0 ； 

0 



意 （ CAUTION) 


★力ーテン、可燃物近接禁止 I 

カーテンや燃えやすいちののそばなどでは使用 
しないでください。毛布やふとんなどを近くに 
置かないで < ださい。 

火災が発生ずるおそれげあります。 

可燃物との離隔胆離については工事説明書の標 
準据付け例を参照してください。 





I ★異常時使用禁止 I 

万一異萬を感じたと , 
譜し?用しないでく 

異常燃焼のおそれが ^ 
あ0ます。 , _一 

_ 


★油漏む碑認 I 

給油□□金は確実に締めてくださし'' 
給油ロロ金を下にして、油 
漏れびないことを確かめて I し, ッ 

<ださい。 

給油□□金を斜めに締めた 广 ' 
りすると、窗単に給油ロロ 
金ががれ、火災のおそれが 
あ日ます。 _ 

★居室内給油禁旧 

給油は、必ず乂気のないところで 
おこなって < ださい。 

义災のおそれがあります。 


0 





















意 （ CAUTION) 


I ★高温 部接触禁止 i 

燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒トップ、 
ルーバーなどに手などふれないでください。 
やけどのおそれびあ0ます。 



接軸禁止 


I 女指や異物を足れない」 

温風吹出□や空気取入□などに、指や異物を入 
れたりしないで < ださい。 

けびや义災のおそれがあります。 



0 


I 女分解修理の禁止’ 

故障、破損した6、使用しないでく 
ださい。 

不完全な修理は、危険です。 


分辭禁止 


★改造使用の禁止 I 


改造して使用しないでください。 

また、スト-ブや給排気筒には賴 fXj 
房用の熱交換器などを取り付けない 
でください。 禁止 

火災や、排ガスび室内に漏れる原因 
となり、危険です。 


★電源コードを傷ゆない I 

電源コードに無理な力を加えたり傷 
付たりまねたり、物をのせたり加工【\、 
しないでください。 、ゾ 

また、電源プラグを抜くときは、コー 禁止 
ドを持って引さ抜かないで < ださい。 

電源コードが破損し、火災や感電の 
原因になります。 


★温 風に直接あた 5 なし、 

温風に直接長時間あたらないで<だ 
低温やけどや、脱水症状になるおそ f 
温風を直接吸い込まないでください 
<なることびあります。 



I ★腰 をかけた り物をのせ 

ス1•'•ーブの上にのったり、腰をかけ 
で< ださい。ス i ブの故障や、や 
れびあります。ストーブの上に巧び 
入れたちのなどを置かないで<ださ 
かると漏電や故障のおそれびありま 



I 去給排気筒 付近の可燃物置 

給排気筒トップの近くに、打油や巧 
火のおそれのあるをのを置かないで 
乂災のおそれびあります。 




★電源プラグは確 実に差 

電源プラグはコンセントに根元まで 
確実に差し込んでください。 
f また、傷んだプラグやゆるんだコ^ 
I ンセントは使用しないでください 。 y 
火災の原因になりまず。 な 


で < ださし、。 

感電の原因になります。 
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を全のために必ずお守りください 



意 （ CAUTION) 


★長期間使用しないときは電源プラグを抜く み電源プラグのお手入れをずる 


長期間使用しないときは電源プラグ 
をコンセントから抜いてください。 

火災や予想しない事故の原因となり 

ます。 驟ブラグを巧く 


み i 地(標高 15日 Om む 上)では使用禁止 I 

酸素濃度が薄いので不完を燃焼しまず。 

1弧日〜1如日 m の場所では再調整び必要でずので 
販売店までお問い合わせ<ださい。 



0 

使用禁止 


岳ゃ瑪寄をあさ便扁こ蜀 

お子様やお年寄り、体のご不自由な 
方びお使いになる場合は、やけどな/|\ 
どについて、周固の人が充分にミ主意/ ■ \ 
してください。 ミ主意 


とさどさは電源プラグを振さ、ほこ 
り（及びを属物)剧結してください 。 H 
(ほこりや纖びたまると湿気など 
で絶緑不良になり）火災の原因にな Ji 示 
0ます。 


圧墜哩お侄單_導よ」 

ストーブを使用している部屋で、可 
燃性ガスが発生するちの(ガソリン 、 ( X ) 
ベンジン、シンナ-)、スプレ-を使、ゾ 
用しないでください。 使用禁止 

义災や故障の原因になります。 


白 T 巧面にま意 


ほこりや、タバコの煙などにより、 
温風吹出□周辺の床面が汚れたり変 
色することびありまず。 

また、熱に弱いジユータンや床の上 
で長時間使用ずると、変色したり、 
そり返ることびありますので、熱に 
強いマツトなどをひいてください。 


A 



願い （ NOT に E) 


★巧油の廃棄 


•打油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


餐用ずる場所 
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^ 豆風吹出し部) 


背面カバー(ち) 


フアンフィルター 
(温風用空気取入口） 

巧流用フアンモーター 

フアンフイルター 

背面カバー \ 

(上） 

—L 背面カバー 

(ミ品風用空ち取入 □) 

背面カバ'一(上） 


各部のなまス 

外観図） 

FF -35 BT 

FF -4 己巳 T ， FF -5 已巨 T 


タンクふた 

タンクふた 

油タンク 

1'^'^ 操作部•表の部 

/ 油タンク 

_ / 




















































各部のなまス 


操作•表示部のなまえと使いかた、「点打」 • r 点滅」の意味 


温度 
暗計 


巧颗 

設を温度室内温度 


設定温度一… 

10ご〜32でまで設定温度を選 
おでさます。 

室内温度…… 

一9む〜35むまで表示します。 

■ほ温表の* 局 温表/ J 、 

r しコ」……室内温度が 

一 ItrCiiTF 。 

「• s ' J ……室内温度び 
3目む政上。 


_チャイルド□ックボタン 

設定-辭除をずる場合はチャイルド□ックボタ 
ンを3砂し U 上押します。 

1日ページ参照 


デジタル 


温度 

時計 


温度 

時計 


S I • I の广, 

I • I し,し' 

設定温度 室内温度 
n □ン 

dlV I 。。 

し,い I し,し, 

設定漏度室の温度 


タイマーポタン 

タイマー運転を開始しまず。 

14ぺージ参照 


【3砂巧し） 

チャイルド□ック タイマー 

〇 〇 


温度 

時計 


BfllMiiMiJ 


_ 温度 • 時計表示ランプ___ 

ストーブを操作したとさの状態を表示し、デジ 
タル表示部の表示内容を示します。 


タイマーランプ 

点な 

•タイマー運転待 
機中 


セーブ ランプ 

点な 

♦セーブ運転中 

消灯 

•セーブ運転解除 


6 



















表示部 


■現在時刻表示 

現在の時刻を表示します。 


■コ□ン 

時刻表示1砂間毎に 

r 点滅 ルます。 
運転中…予備燃焼時に 
1秒間に2回 
「点 iMJ します。 


温度 □ 
時計 口 

♦ タイ7- 

S 

設定 ミ 品度 

温度 □ 
時計 口 

E- 


設定温度 

温度 □ 


時計 曰 


•給油 

設定温度 



_給油ランプ 

点灯 

油タンクが空になって消乂する1日分前に点灯と 
同時にブヴーが鳴り、残り燃焼時間(分)を表示 
します。 

点滅（運起停止） 

油がなくなり自動消火しました。 

(ブヴー音がします） 


1日、に、14ページ参照 


室温/時刻合わせボタン 

室温の設定、時刻の設定に使いまず。 

♦室温設定の場合 

室温設定をお好みの温度に設定ずることびで 
さまず。 

Q あるいは©のボタンを押して合わせて 
<ださい。 

♦時刻設定の場合 

Q あるいは©のボタンを押して合わせて 
<ださい。 


• frvn 

• \u u 

室巧温度 


■タイマー運転時刻表示 

タイマー運転設定時に表示します。 


< 

A 

r 

ご 

室内温度 

11 

1 


室内温度 


自己診断機能により、異常時には 
E - 己〜を表示します。 

(24 ぺージ参照) 

■給油に関ずる残り 燃焼 時間 

残0時間を表示しまず。 

※油切れ時 r —」を表示します。 


お使いになる前に 














使う前の準備 


燃料について 


©燃料は、巧油りに1号灯油）を必ず使用してくださし、。 


A 危険 


再^ガソリン 厳禁 I 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使用しないで < ださい。 

少量の混入でを、火災の原因になります: 



护巧 ガソリン禁止 


♦ガソリン、シンナーおよびこれ6び混入した灯 
油、変費灯油、巧れた灯油、水やごみの混じつ 
ている灯油などは、絶対に使用しないでくださ 
い。 

♦口油は、おず火気、雨水、ごみ、高温および直 
射曰光を避けた場所で灯油専用容器を使って保 
管して < ださい。 


な油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹さかけます 
(火の気のないところでおこなってくださし、） 


〇灯油 


語れたままです。 


X ガソリン 



すぐ乾いてしまいます。 


給油のしかた 


A ま后、 

給油は、必ず消火して、本体温度が充分下びってから、火の気のない 
ところでおこなってください。 

火災のおそれびあります。 


消火 


\ 


給油の際の手順と注意 J 


油タンクふたを開けて、油タンクを取り出ず。 


給油□□金をち 「 QJ へ回して取りはずす。 

♦給油□□金を取りはずす前に、先端の弁部を巧 
すと、給油ロロ金び開けやすくなります。 


給油ずる。 

市販の給油ポンプの先端を、止まるまで輕く差し 
込んで、油量計を見なが5給油してください。 
(ホースび抜けないように注意しながら給油して 
ください。） 

•灯油は油量計の上部(ち図^給油位置)まで給油 
してください。入れ過ざると、あふれ出ることび 
ありますので充分ま意して給油してください。 



給油□□を 


m 


[油量計] 



M 給油位置 


満重の位置 

















A 給油□□金を締める。 

1給油ロロ金をち「〇」に回して、確実 
に締めてください。 

• こぼれた财油はよく拭き取つてくだ 
さい。 

★給油口□金は、斜めに締めたり、締 
めつけが不完全ですと、油漏れによ 
る火災の原因になります。また、違 
つた給油□□金を取り付けますと油 
びでな<なりまず。 



油漏れのないことを確認ずる。 

給油□□金を下にして油漏れのないことを確認してくださ 


い。 

★油が漏れる状態で使用しないでください。义災のおそれ 
びあ0ます。 




油タンクをセツトしまず。 

油タンクをストーブに正しく静かにセツトします。 


燃料切れのま意 



★油タンクの巧油がかなくなると、 r 給迎ランプ」 が r 点な J し、ブザーが鳴0、デジタル表示部に残り燃焼 
巧能時間(分） LJ .’ じ互!表示しまず。 

•運転スイッチを巧して消火してか5、給油してください。 

★給油しませんと、2分ごとにブザー音が鳴ります。約1日分後に r 給油 ランスが r 庶滅」 し、デジタル表示 
部の残り燃焼時間表示び iij .’ iij となり自動消乂しまず。 

♦再運転する場合は、本体温度び充分下がってから油タンクに給油し 、 r 運転スイッチ」 を一度 r 切」 にして 
から r 入」 にしてください。 


点义前の準備と確認 


油漏れの確認 

♦ス i -ーブの置台又は油タンクに油漏れびないか確かめて<ださい。 

万一、油漏れしている場合は必ずお買い求めの販売店に修理依頼、または最寄りの当社支店-営業所に 
ご相談ください。 

給気ホース-排気筒接続の確認 

♦給気ホース-排気筒が正しく接続されているか確認してください。 

がれていると運乾中に排ガスび漏れ大変危険です。 


ストーブ周辺の確認 

♦ス I -ーブの周辺および給排気筒トップの周囲に引火物や可燃物を置かないでください。 









使ラ前の準備 


現在時刻のセット 


★電源プラグをコンセント（家庭用 AC 
100 V ) に確実に差し込む。 

♦デジタル表示部はち図のよラに時計 
が「点灯」しますので、現 
在の時刻をセツトしてください。 



の> 現在時刻が午後 7 時 10 分の場合 

® 0または〇のボタンを1度押ず。 

ブザー音がして「時計」表示が「点滅」します。 

( D デジタル表示を見なが6 0のボタンを巧して 
巧に合わせる。 

( D デジタル表示を見なび S 0のボタンを巧して 
10 に合わせる。 


温度 

時計 


5 ' 


10 


設定温度室内温度 



•0 こ J ■ じジのボタンは、]度巧すごとに 1 時間または 1 分間ずつ進みます。巧し続けまずと連続的 
に進みまず。 

♦時刻含わせをずる場合は 、 r 時計」 表示が 「点滅」 している間(約1日砂、)に 〇•にろ のどち5かのボタ 
ンを押して < ださい。 

_時刻合わせがでさなかった場合は、ちう一度または卜く)のポタンを巧してやり直してください。 

® r 時計」表示が、 r 点滅」か5 r 点灯」に変わり、設定が完了しまず。 

/-お願い- 

★ストーブの時刻表おび狂ったり、タイマー点火時刻が狂ったりずる場合は、コンセントを一度おい 
て、を5—度差し込み直して、時刻を設定してみてください。それでお直らないとさはお買い求め 
の販売店までお問い合わせください。 

★ス I -ーブに初めて通電したとさや、停電後や、電源プラグ 温 
を抜いて再通電 した 場合、デジタル表示はち図のよラに表 時 

示され、 「時計」 表示び r 点打」 しまずので、現在の時刻を設 
おしてください。 


★省電力機能 


度 口 （ -1 ( - 

計 ■ — — ■—— 

設定温度 室内温度 


•時計表示中に、5分間経過しますと、省電力機能が働いて、デジタル表示部が r 消な」して、電力の消費 
をおを文ます。 

時計表示を確認したい場合は、操作部の運乾スイッチ政がのどれかのボタンを巧すと表示します。 

運転スイッチを押すと点火動作に入ります。（運転中及びタイマー待機中この磯能は働をません。） 












趣 ID I ® ® 

チャイルド□ック タイマー セーブ I あげる.さげる 

〇 〇 〇 Q © 


I 入. 




温度 
時打 


阮 


|» 

いつ 

〇タイ7— 

0チャイルドロ‘; 

I 。 

nji 

〇セーブ 

〇給油 

室巧 S 巧 


二 —二 


r 湿度」表ミ 


デジタル表示部 


油タンクに灯油びあるのに r 徹をランスび r 点な」または r 点滅」している場创ま、油受けを取り出し、 
ごみや水を捨て、灯油で洗浄してください。 （20 ページ参照） 

また、給油ロロ金び間違っていないか、確認してください。 （9 ページ参照） 


① r 運斬スイッチ」を J 甲して r 入」にする。 

•ブヴー音がして r 運転 スイッチ」 が「点滅」しまず。 

♦「温度」表示び「点な」し、デジタル表示部に設定温度と室内温度を表おします。 

( D 約2分後に自動的に点乂し 、 r 運乾スイッチ」が r 点:!:了」に変わりまず。 

. -お願い- 

★ご購入されて初めて使用されるとをに、製品の塗料や加工畑などの焼けるよラな貴いげずる場合が 
ありまず。 

このような場合は、お部屋の窓（給排気筒トップ取付け場所より離れた巧）を少し開け、半田か6 
1曰程度、 r 強 J 運範をしてください。 

★初めて運転するとさは、送油経路に充分燃料び供給されていないため、一回で点火しない場合げあ 
りますか5、しば5く待ってか6をラー度点火操作をおこなってください。 

★] 〜2回点火操作をして、点火しなかった場合、何回を点乂しないでください。バーナー巧に：0油 
びたまります。販売店にご連絡ください。 

★点火後約日分間は、温度調節に関係なく r お燃焼」 しまず。 

女点火後約2分間は、対流用ファンは回りません。 

★室温が0む臥下の場合は、点乂までの時間は約4分になります。 


点乂（通常運転) 




狸用方法 



使いかた 






使用方法 


义力調節（室温の調節…運転中にしかできません) 



「温度」表示 ' I -1- デジタル表示卽 


/ - 

温 

度 





湿度設定しない場合や停電や電源コードを抜いた渡再運転する 

■ 



!0 


場合は、 「,5'5」 巧〇で）び設定温度となります。 

時 

計 

□ 

0 


\ 




設定温度 


室内温度 

) 


①0または0ボタンを1度巧ず。 

♦ブヴー音がして r 溫度」表示び、「点滅」します。 


( D 温度を上げるとき。 

♦デジタル表示を見なびら02:3のボタンを押す。 

( D 温度を下げるとを。 

♦デジタル表示を見なが引 V )のボタンを押す。 


♦温度設定をする場合は r 温度」 表示が r 点 ミ 威」 している間に0，12)ボタンのどちらかを押してくだ 
ごい。設定でをなかった場合はもう一度巧して、やり直してください。 

♦設定温度は10ご〜32で、室温表示は一 9で〜3日でまで表おします。 

•室湿表示は室温が一1日で政下の場合3目でな上の場合は rw ,」 と表おします。 

•設定された壺温にコント□ールずるために自動的に r 強」•伸」 • 「弱」 運転をくり返しまず。 

♦一廣温度設定しまずと、その溫度を記憶していまずので変更をしない限り、 「消火」 後再運転する場 
合も同一設定温度になります。 


-お願し、- 

★室温調節はルームサー S スタでおこないまず。ルームヴーミスタの設置場所や周囲の状況などで、 
必ずしを前面パネルの「デジタル表示部」の室内温度表示と室温とは一致しません。 

このような場创ま、本体背面のルームサーミスタを、工事説明書の ( 71；^ サーミ スタの 配線(移動。 
を参照して、適切な位置に付け替えてください。 


丘 










セ"-ブ運転 


★セーブ運転は、お部屋の温度をでさるだけ一定に巧つための運乾方法です。 


セーブ運転時は、運転中に室温び設定温度より約2む上昇すると自動的に r 消火」します。また設定温 
度まで下びると、自動的に r 点火」します。 



セーブ運転をおこなう 


①「セーブボタン」を巧ず。 

♦ r セーブランプ」が「点灯」して、セープ運転を開始しまず。 


セーブ運転を解除ずる 


( D 「セーブポタン」を押す。 

♦ r セーブランプ」が「消口」して、連続運転になります。 


使いかた 


4 









禮用ち法 


タイマー運転のしかた 


タイマー運転をするとさは、1日ページ 現在時刻のセット に従って、時刻合わせをしてからでない 
と、運転でをません。 



/ 

このス1''■ープのタイマー運転は、その時の室温により自 

室温によるタイマー点火時刻の自動変更 

動的にタイマー運転による点火時刻を変え、希望の時刻 

1巳む ULb ^設定時刻 

にはお部屋を暖かくしておをます。 

0で〜1日で^設定時刻の1日分前 

(室温1日で政下の場合） 

日で切下 設定時刻の2 日 分前 

ノ 


午前6時30分に設定したい場含 

①「タイマーボタン J を巧ず。 

♦このとをデジタル表示部の表示が「バー」表示に 
変ね0、「タイマーランプ」び「点滅」しまず。 


温 

時 


担 口 I 1.1 

計 口—— • •— 

設定温度 室內温度 


♦タイ 7— 
〇セーブ 


⑥デジタル表示を見なが 5® のボタンを押して S に合わせる。 


③デジタル表示を見なが 5® のボタンを押して30に合わせる。 


•シこ J •じジのポタンは、]度巧ずごとに]時間または1日分間ずつ進みます。押し続けますと連続的 
に進みまず。 

♦時刻合わせをする場合は、タイマー時刻が 「点滅」 している間(約1日砂)に0 -1^ のどち S かのボ 
タンを押して < ださい。 

•設定でさなかった場合は、もラー度 r タイマーボタン」 を押してやり直してください。 


④デジタル表示部のタイマー時刻び、「点滅」している間に r 運斬スイッチ」を押して 
r 入 J にずる。 

♦このとを r タイマーランプ」び r 点灯」し、セットが完了します。 

•約1日砂ほど経過すると、デジタル表示は現在の時刻を表示します。 














-お願し、-:- 

★タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定ずれば変更しない限り、「タイマーボタン」を巧して 
タイマー時刻の r 点滅」中(約 10 秒）に、「運転スイッチ」を r 入 J にするだけで同一時刻で設定が完了し 
ます。 

★タイマー運転時刻を変更する場含は前記と同手順でおこなってください。 

★通常運転中に r タイマーポタン」を巧ずと、「消乂」して r タイマー運転」の状態になり、タイマー運範 
時刻に自動的に点火しまず。 

女タイマ— 運転時刻の確認は、消火時に 「タイマーボタン」 を巧すと、 10 秒間表示します。 
★タイマー運転操作機に停電びあったとさや、ス トー ブを揺らして対震自動消火装置が作動したとさ、 
電源プラグを振いたとさは点火しません。 

再度1日ぺージ I 現な時刻のセット I を読んで、時刻合わせからおこなってください。 


タイマー運乾の解除のしかた 


タイマー運転操作をした後、タイマー点火時刻前に通常運転をおこないたい場合。 
1「運転スイッチ」を押して「切」にずる。一[タイマー運範の解除] 

2「運賠スィッチ」を再度巧して1'入」にする。^ [通常運転開始] 


チャイルド □ ックの使いかた 


チャイルド□ックは、おモ様のいたず5操作の防止や、誤って r 運転スイッチ」を押してを点火しない 
よラにしたいとをに使用します。 


ヤイルド□ツクの機能 


1 運転中にチャイルド□ックを使用したとさ 
•「運乾スイッチ」で「消义」のみがでをます。 
♦設定温度の変更など他の操作はでさません。 

2 消乂中にチャイルド □ ックを使用したとさ 
♦すべての操作びでさません。 


「チャイルド□ックボタン」を 3 砂 ULL 押すことで、「セット」又は「稱除」びできます。 
(14 ページの操作部の給を参照） 

「セット」…「チャイルドロックランプ」び「点灯」。 

「解除」… r チャイルド□ックランプ」び「消な」。 


使2^かち 


ぶ 








使用方法 


消义 


じ巧巧し) I d ) ③ 

チャイルド□ック タイマー 七ーブ I あげる.さげる 

〇 〇 〇 0© 


I 入•聲•切 


ミ畳度 
時れ 


巨 


• 

• 

00 

ぉ定 

1あち 


室巧1 

なち 



— 


〇タイ7- 〇チャイルド□ック -0 

0セーフ 0給油 



デジタル表示部 


①「運転スイッチ」を巧して r 切」にする。 

• r 運転スイッチ」びしば百く「点滅」してか5、「消灯」します。 
♦デジタル表示部は、現在の時刻を表おします。 


消火後約3分間は対流巧ファンは回転し続けまず。その機自動的に停止しまず。 

巧流用フアンが止まるまで、 電源 プラグを巧かないで<ださい。 


-お願い- 

女ストーブの消火は電源プラグをコンセントか5抜をとったり、ストーブをゆすって消してはいけま 
せん。 

★外出ずるとさは、必ず消火して<ださい。 

★長期間留守にするとさは、必ず電源を切ってください。 


消义後再点乂するとをの注意 


女消火後すぐに再点火ずると、過熱防止装置び作動したり、異常音び出ることびありまずので、しばらく 
冷えるまで待ってか5再点乂してくださし、。 














使用上の注意 、 

皮11 き曝趙囊里 

燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒トップ、ルーバーなどに手を 
ふれないで<ださい。やけどのおそれがあ0ます。 

接触禁止 

★ご使用中に、においがしたり目がしみる場合は、給排気筒 
やパッキン部か!5も排ガスがちれていることび考え5れ盾 
険です。 

使用するのをやめてお買い求めの販売店にご相談<ださい。 

★ストーブや給排気筒には、床暖房用の熱交換器などを取付 
けないで < ださい。 

ストーブや給排気筒に熱交換器などを取付けると排ガスの 
水分が結露しやすくなり、結露水び凍結して給排気筒を塞 
ぎ、不完全燃焼や排ガスが室内に漏れる原因となり危険で 
す。また、ストーブの寿命を短<ずる原因にちなります。 

★屋がの給排気筒トップが雪に埋もれたり、結氷していない 
か、 曰 常点検して<ださい。 

女長期間使用しない場含や、使用期間び終わ0ましたら、必 
ず電源プラグを抜いて < ださい。 

ほこりや巧れがついて発乂することびあります。 

女このス1-ーブは、雷に対する安全機構をそなえていまずが、 

雷の条件によってはストーブが'故障ずることびありまず。 

雷び発生した!5電源プラグをコンセントか5抜いてくださ 
ると安全でず。またストーブをいためることちあ0ません。 

女油性分び多量に飛散する蠕所では使用しないでください。 

★ス I -ーブのおくでラジオなど使用ずると、ラジオに雑音が 
混入ずるおそれがあります。 

★使用中、停電や電源プラグが抜けた後に再通電しますと、 

デジタル表示部に rf - 日」び表示されます。このよラな場 
含の再点火は、しば5く待ってストーブの本体温度び充分 
下がってか6おこなってください。 

女正常燃焼中の炎は青炎でところどころに黄色び混じります。 

又炎はある程度片寄ったり、ゆれることびありますび異寓 
ではありません。 





A 注意 






巧全装置 


♦安全漠置が作動ずるのは何5かの異常があるときでずか6、下記の処置をしても正常になちないと 
をは、お買い求めの販売店にご相談ください。 

•安全装置び作動した場をは、「運転スイッチ」を巧し「切」にしてから、下記の処置をおこない、再度 
「運転スイッチ」を押して r 入」にしてください。（再点火操作） 


ま全装置 

はた 5さ 

処 置 

対麗自動消义装置 

E - 5 

♦運転中にストーブネ体が地震(震度約日し：^上） 
や強い振動、衝擊を受けた場合、乂災などの 
危険を防ぐために自動的に運転を停止します。 

女地震によって作動した場合、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油漏れ、給排気筒のがれな 
ど異常がないことを確認し 
てか5再点火して < ださい。 

点义安全装置 
ら-ミ 

♦点火ヒーターなどの赤熱不足による点火不良。 

♦点火ヒーター-電磁ポンプ-燃焼用送風機な 
どの故障により点火しないと去に、運範を停 
止します。 

★点火ヒーターの故障び原因 
で運転を停止したときはパ 
—ナー底に阿油びたまりま 
す。たまった灯油をふ定取 
ってか5、ご使用ください。 
(販売店にご相談ください） 

停里を全装置 

E - 0 

♦運転中に停電や電源プラグを抜くなどして電 
源び切れたとさは、自動的に運転を停止しま 
す。 

♦再び通電されてを運転しません。 

♦タイマー運輯中に停醒があった場合、タイマ 
一 運乾は解除されまず。 

女再点火操作をします。 

★現在時刻の設定とタイマー 
点火時刻の設定をやりなお 
しまず。 

燃焼制御装置 

E - S 

♦燃焼中に炎び消えたとさ、自動的に運起を停 
止させる安全装置です。 

女再点乂操作をしまず。 

過熱防止装置 
い‘',？ 

♦対流用ファンモーターの故障や異萬燃焼など 
の原因でス1-ーブび異常過熱したとさ、また 
はフアンフイルターにほこりびつまった場合 
に、火災などの危険を防ぐために燃焼を停止 
し よ 9 0 

★対流用フアンフイルターの 
ほこりを取り隙いてから、 

再点火操作をします。 

女処置をしてを、繰返し作動 
するとをは、いったん運転 
スイッチを「切」にして、販 
売店に連絡してください。 

E - 表示は安全装置び作動したと去のエラー表示でず。 

詳しくは、24ぺージを参照してください。 

お願い 

すべての処置は必ずストーブ 
を消火し、本体温度び充分下 
びってか5おこなって < ださい。 


h 



居商園初犬態 I 


•ス1-ープの周囲は、常に整理、清掃し、燃えや 
すいちのを置かないよ5にしてください。 
•ストーブはいつを清潔に掃除してください。 
巧れたままのご使用は危険のをとですし、スト 
-フのいたみを早めます。 

♦給排気筒及びトツプの周圓には、危険物や障害 
物びないよラにして < ださい。 

攝远 

♦ストーブについたほこりや巧れは、掃除機で吸 
い取ったり固< しぼった霜れ雑巾などで面さ取 
つて < ださい。 


み臭気 • ずす 


♦燃焼中に排ガスのにおいびしたり、給排気筒卜 
ップからずすげ出ていないか確認してください。 
巽萬びあれば販売店に連絡してください。 


[★油漏れ、 油のたまり、油のにじみ 

♦送油経路やストーブに油漏れかまたは油のたま 
り、油にじみびあるかどラかを調べる。給油の 
とをこぼれた I 灯油はよくふをとってください。 

方一油漏れによって油のたまり、油にじみび生じて 
いるときは、消火操作をし、原因をたしかめ防漏処 
置をし、油漏れびなくなったことを確認した鞭、漏れ 
たな油を取りのぞいてから点火操作をしてください。 


国台に油に 
じみはお D 
ませんか。 





♦油タンクの給油□□金の弁 
部などに、ごみびはさまつ 
ている場合がありますので 
取り除いてください。 


女のぞさ窓 

♦のぞさ窓びずすでミちれてくるよラな場合や、破 
れがある場合は、販売店に相談の上、修理交換 
してください。 


女フ アンフイルタ— (おず取頂乃グを巧いておこなってくださし、） 

♦ストープ背面の フアンフイ ルターを引き振いて 
から、ほこりを輩気掃除機などで取り除いてく 
ださし、。 


★点検•手入れをおこなラとをは、ストーブを消义し、ストーブが充分;令えてから手袋をはめて、が 
ず電源プラグを巧いておこなつてください。 

★電装部品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


点検-手入れのときの注意 


曰常の点検-手入れ 


使いかた 


お手入れ•アフタ—サ—ビ 











曰常の点検.手入れ 



女ル—パ’—のほこり （必ず手袋をはめて、電源プラグを巧いておこなってくださし、) 

♦ルーパ'—び巧れたり、ほこりが付着した攝合は、電気掃除機 
や、固くしぼった城れ雑巾などでふき取ってください。 





3 箇月に 1 回政上 


★電 源プラグ•コンセント 

•電源プラグ、コンセントにほこりや巧れびたま 
ると乂災の原因になることびあります。 3箇月 
に]〜2回電源プラグをコンセントか5抜いて、 
付着したほこりやミちれを取り隙いてください。 



岳を受はの掃除 I 

•油受けはな油は通しま 
ずび水は通しにくいフ 
ィルターででさて いま 
す。油受けに水やごみ 
がたまると、油タンク 
に灯油びあるのに、「給 
油ランスび「点滅」して消乂することがあります。 
♦「油タンク」を取り出してか5、「油受け」を傾け 
ないよラに取り出し、たまった水やごみを取り 
除いて < ださい。 

/-お願い-^ 

★油受けは、水で洗わないで< ださい。必ず 
打油で洗ってください。 



シーズンに1回 LU 上 


が:^キン 

♦燃焼中、室内ににおいびこもるような場合は、 
とくに注意して点検してください。 

• 熱交換器と/ (-ナーの接続部、熱交換器の上部 
•点火ヒーターの取り付け部 


I ★ 馬乂 L — 夕こ 

•点乂ヒーター及びパッキンびちくなり、切れた 
り、すきまなどがあると、点乂不良及びガス漏 
れの原因にな0ます。 

(販売店にご相談ください） 


I ★油受 け ざ S の掃除 I 

♦油タンクと油受けを取り出し、市販の給油ポンプ等で油受けざら内の水やごみを取り除いてください。 













シーズンに 1 回似上 


★燃焼リング、パーナー、燃焼筒、熱交換器 


け然焼1」ング、バーナー、燃焼筒、熱交換器は高温になりますので焼損することがあります。とさどさ点 
検し、変形や焼損していた5早めに修理してください。（販売店にご相 i 炎ください） 


★給排気筒、排気筒 


ご使用中、においがしたり目がしみる場创ホ、給排気筒、排気筒やパッキン部から排ガスがもれてい 
ることが考え6れ危険でず。点横後お買いボめの販売店にご相談ください。 


•給排気筒や排気筒の接続部のがれ、ゆるみ、つまり、 腐食、 固定の状態、給排気筒トップの周囲に巧燃 
物がないかなどを、とをどを点検して、異常があればなおしてください。 

■排気筒の接続部に使巧しているゴム製の U ング （0 U ング)は耐熱性のをのでずが、2〜3年で炭化す 
ることがありまず。ゴムの硬化及び割れなどびある場合には、においや排ガスがもれるおそれびあり 
ますので新しい部品に巧換してください。 

■給気ホースびふさがっていないか点検してください。 



ひ」ング 

種類 

運動用 0 U ング 

呼び徑 

P 39 4種 C 

材質 

シ1」コンゴム 


地震などの災害び発生したときの点検について 


♦地誤などにより製品に振動、衝撃が加わったときは、運転をずる前に必ず次の点横を実施してくださし、。 

惊读觸1 

•機器の損傷の点檢 •給排気筒回0のがれ、漏れの点検 •送油経路か5の油漏れの点検 

★点検で異寓 がみつ かったとをや、点検したのちに使用しているとさ、排ガスのにおいげしたり目げしみ 

に修理巧頼をしてください。 


る場合は、使用を中止して、販売店または別紙の お客様相談,客ロー莫 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 











定期点検 

長期間ご使用になりまずと、機器の点検が必夏でず。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適に 
を全にお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お買い上げ店、又は 
修理資格者〔(財)日本石油燃焼機器保守協会 (TEL03-34 日 9-2 日2日)でおこなラ技術管理講習会修了 
者(石油機器技術管理±)など〕のいる店、当社などにお問い合わせください。 

定期点検の内容 

__ 内 _ 容 _ 

•油受けの掃隙 •油受けざ5の掃除 

•送油経路の油もれ_ 

♦電気配線-安全装置のはた5を•操作部品-動く部品のはた6定 


•点火ヒーター、燃焼リング、ク□スマット、□金、油受け 

参本体内部、ファンフィルター、対流用送風機、ブ□アケース(ブロアモーター) 
•各接続部のパッキン、日リング♦給排気筒の接続、つま0 


項 目 
送油経路の点検- 
掃_除 

機能部品の点検- 
確_認 

消耗しやすい部品 
の点検-交換 

掃除-点検-整備 


故障-異常の見分けかたと処置ち法 

fli 理を依頼される前に調べていただをたいこと 


•修理を依頼される前に下表の內容を確認してください。 

下表のよラな状態は故障ではありません。 


状 態 

説 明 

点 

义 

消 

火 

時 

初めて使用するとき、けむりやにおいび出る。 

燃焼部に付着した油やほこりなどが焼けるためで 
す。 

点乂-消乂時に r キシ S 音」がする。 

加熱、冷却時にでる金属の膨張、収縮音です。 

点火してをすぐ温風びでない。 

不快な冷風を出さないためであり、ス1 -ー プ内部 
が暖まると自動めに出ます。 

初めて使用するとをは、電磁ポンプの振動 
音び大をい。 

ポンプ內に空気が混入しているためです。しばら 
くずると止まりまず。 

燃 

焼 

時 

「カチカチ」時計のよラな音がずる。 

電磁ポンプの運転音です。 

燃焼筒や熱交換器の一部が5すホ < 赤熱す 

な。 

異萬ではあ0ません。 

とをどを黄色い炎がでる。 

異常ではあ0ません。 









故障-診断チ X ック表 


★この表 L ソがに不具合があるときは、お買求めの販売店にご相談下さい。 


..人 現象 

\ 

原因 

運 

転 

ス 

-r 

、ツ 

蠢 

灯 

な 

し'! 

ち 

1 \\\ 

火 

し 

な 

い 

炎 

び 

ふ 

さ 

< 

な 

ら 

な 

い 

黄 

火 

で 

曼 

る 

使 

用 

中 

室 

内 

が 

に 

お 

ラ 


置 

た 

油 

に 

じ 

み 

が 

お 

る 

び 

び 

じ 

S 

出 

る 

給 

油 

フ 

ン 

プ 

び 

点 

滅 

す 

る 

突 

が 

ず 

て 

を 

ン 

蚕 

消 

§ 

\ 

処置ち法 

電源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいない 

〇 









〇 

輩源プラグをコンセントに 
差し込んでください 

停電した 

因 





国 




〇 

停電復帰後点乂し直して< 
ださし、 

巧麗自動消火装置び 
作動した 






1 





再点火操作をしてください 

油タンク、油贵け、 

油受けざらに水び入 
つてし'!る 


〇 

〇 



1 



〇 

1 

水混入の灯油をすっかり 
抜いて<ださい 

油タンクに灯油び 
ない 


日 




日 



〇 


な油を入れてください 

打油が給油のとさに 
こぼれた 





日 


日 




こぼれた好油をされいに 
ふをとって<ださい 

不良な油を使用した 


〇 
ら —? 

〇 

〇 







販売店または別祇のお客穗相 
談窓口一覧にご相談ください 

省電力機能び作動し 
ました 










〇 

操作部のいずれかのボタンを 
?甲して<ださい 
〔1日ページ参照） 

配線不良びある 

〇 


〇 

〇 







販売店または別紙のお客様相 
談窓口一覧にご相談ください 

コント□ーラー不良 

〇 

〇 

〇 

〇 

-1 






// 

ねじ類の締めつけ不良 
組み立て不良 





日 


〇 


1 

■ 



1 





目 




1 


電磁ポンプ不良 


目 

〇 

日 

日 

目 



1 

1 


点火ヒーター不良 


1 







1 

1 


排気筒接続不良 


■ 

■ 

■ 

国 






排気筒の接続を確認して< 
ださい 

給油□口金び間違って 
いる 

1 

■ 

■ 

■ 

1 





■ 

正しい給油□□金を取付け 
てください（日ページ参照）， 


•この表の「€-」は、24ページデジタル表おの見方 j を参照してください。 


お手入れ•アフタ—ヴービス 


公 

























故障.異常の見分けかたと処置方法 


デジタル表示(エラー表示)の見方 


★ストーブの運転中に異常び起こり消火した場合、下記のよラに、デジタル表示部に r エラー表示」 します 
ので処置をして < ださい。 


ェゾー最 r 、 

原 因 

処置方法 1 

回0 

♦運較中に輩源び切れました。 

参タイマー点乂待機中に電源び切れま 
した。 

(停電安全装置び作動） 

•電源プラグの差し込みを確認し、再点火 
操作をしてください。 

/ \ ( 一 

卜を 


•点火を全装置が作動しました。 

♦原因不明の場合は販売店または別紙のお 
客様相談窓□一覧まで連絡してください。 

回因 

♦巧震自動消火装置び作動しました。 

♦作動した原因を取 0 除を、再点火撰作を 
して < ださし 

た J 因 

•運転中に消火しました。 

•販売店または別紙のお客穂相談窓口一賀 
まで連絡してください。 

国 

♦ブ□アモーターび故障しました。 

♦販売店または別紙のお客様相談窓口一霞 
まで運絡してください。 

国 


•過熱防止装置び作動しました。 

♦本体温度び巧分下びるのを待って、ファ 
ン フィルターを 掃除し、 再 点火 操作を し 
て < ださし、。 

因回 

♦バーナーヴー S スタび断線しました。 
•バーナー内に好油びたまりました。 

♦販売店または別紙のお客様相談窓ロー髮 
まで連絡してください。 

回图 

•着火 S スを 3 回しました。 

♦販売店または別紙のお客様相談窓口一覧 
まで連絡してください。 

回国 


•排気筒びはずれました。 

♦排気筒を点検して接続を確認し、再点火 
操作をしてください。 

曰巨 

パー表示点滅 


給油ランプの点滅 

•油タンクのむ油びなくなりました。 

♦口油を給油してから再点火操作をしてく 
ださい。 

•ミ由受けの掃隙をしてください。 

•タイマー点火時刻び設定されていま 
せん。 

•運転スイッチを「切」にして、タイマー点 
乂時刻を設定して < ださい。 

□囚 


♦室温び 3 目で政上になりました。 

参ルームサー S スタの取 0 付け位置び 
よくありません。 

•ルームサー=スタの取り付け位置を確認 
し、適切な位置に移動させてください。 


し。 


•室温び一 10 で凹下になりました。 
♦ルームサーミスタの不良、断線、ま 
たは配備飯けです。 

♦販売店または別紙のお客様相談窓口一覧 
まで連絡してください。 

全消な 

、 

•省電力機能び作動しました。 

(10 ページ参照） 

•操作部のいずれかのボタンを巧してくだ 
さい。 

ソ 










裁管のしかた(長期間使用しない場合） 

♦ス I — ブを保管ずる場をは、 19 ページ. 曰常の点検•手入れの 項を参照して、ストーブの手入れを 
してか6保管して<ださい。又いたんでいる箇所は修理をしてから保管して<ださい。 

♦格納-保管場所は、湿気-火気.高温などの悪い影響のおよびにくい所であって、しかをス I プ 

の上には重量物をのせたり、人び乗ったりしないよう配慮してください。 

^_ノ 

1ストーブを長期間使用しないで保管ずるとをは、がず電源コードのプラグをコンセントか6抜く。 

2 ストーブを使用する季節が終り格納ずると定は、油タンク、 ミ 由受けざ5巧のな油を市販の給油ポンプ 
等でを部抜を取ってください。 （2 日ぺージ参照） 

. -お願い- N 

ミ由タンク、油黄けざ5に灯油が残っていると、鏡びたり、巧があいたりずる原因になりまず。 


部品交換のしかた 



Q ストーブや油タンクの表面をふく。 

^ ♦固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤でちれを取り、乾いた巧で水気をみを取ってください。 

★シンナー、ベンジンなどでふくのはおやめください。 

塗装が変色したり、危険です。 

A 本体にほこりがたま百ないよラ、適当なカバーをかける。 


おま义わ•アフタ—ヴ 


附属品と r 取扱説明書」- r 工事説明書 J • 「保証書」を紛失しないよう同時に保管しておく。 
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燃料消費量 

ML _量 
熱 .効 率 
暖房出力 


ル 


大 


ル 


大 


ル 


大 


状 


が 

わ11、 


使用燃料 


FF -3 已巨下 _ I _ FF -4 已巨 T _|_ ^55 BT 

_ 密閉式石油ストーブ•ポット式‘強制給排気形 • 強制対流形 _ 

_ 電気点乂 ___ 

灯油し]に1号） 


0.157 L/h I 0.622 L/h 日. 180 L/h 

5815 kJ/h 2304日 kJ/h 6667 kJ/h 

86.096 服日 96 —8 即9^ 

1.39 kW 5.5 日 kW 1.59 kW 


運転スイ 


運乾スイ 


操作表示基巧 


巧楚自動消义装置 


FF-3 已 BT 


FF-45BT’FF- 己已目下 


もどり舊 


送油経路図 

燃規リング 


操作表示暑板 


















ノレームロツ 



給排気箇トップ 


ミ由受けさ‘5 


/巧おポンプ 


点义ヒ 


巧聲自動消火装置 • 点义ま全装置 • 停電安全装 置 lit 聲喧と蒙置1燃焼_制御璧置 
壁固定金具 （1 セット）-標準給排気筒セット （1 セット）-木ねじ （1 本） 


4 A 


油タンク容量 
が形 tT 法 


聖源電圧及び周波数 


_^_ 

高さ刷刪’囑柳酔奥行那日 m 櫃台を含む) 
17 kg 


高さ即日 mm • 幅4日目画‘奥行418圆（背面力； '：； 一を葛む） 
20 kg 



点乂時巧0/巧〇邮燃焼時29/26邮 

点火時2日日/2日日 W 燃焼時日1/4日 W 

を格消費疆力 

纖時1.2/日厕 

待機時 1.2/0.8 W 


最大6邮/6邮 W (点义视期時に据時間発生） 

最大6邮 /680 W (点火初期時に短時間発生） 


給が気筒の型式の呼び 
給排気筒の呼び径 
淵臨筒の賴 ii 部の孔径 
気温度 


FFP -32 Q 

□39 

70〜 80刪 
260でし U 下 


0.396 L/h 0.120 L/h 

1467 QkJ/h 444日 kJ/h 

86.0%_86.096 I 86.0% 

3.5 日 kW r 1.06 kW I 4.50 kW 


裘囊苗 


額檔黄 



油タンク 






























































アフターサービス 

I 保証について i 

•添付しておりまず保詔書は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、お受け取りください。記載 
内容をご確認のうえ大切に保管してください。 

★保証期間はお買い上ばの曰より1年間でず。 

II 聲里をを!!すをと量 

♦故障•異常の見分けかたと処置方法 (22 ページ)に従って、お調べください。直5ないとさは、ご使用を 
中止し、必ず電源プラグを抜いてから、お買上げの販売店にご連總ください。 

♦ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

① 品名… FF 式石油麗房機(密閉式石油ス I -ーブ） 

② 型式の呼び…〔例〕 FF -35 BT 

③ お買上げ年月日 

CD 故障の状況(でさるだけ具体的に） 

⑥おなまえ，おところ.電話番号 

•修理に際しましては、保証書をご提示ください。保謡書の規定に従って、販売店が修理させていただを 
ます。 

•保証期間び過ぎているとさは、修理すれば使用でをる場合には、ご希望によ0有料で修理させていただ 
さます。 

♦修理料金は、技術料，部品代，出張料などで構成されています。 


この取扱説明書と工事説明書および本体に表示されている禁止事項-ミ主意事項および通窜使巧に反し 
て使用された場合の故障、事故につさましては、保証いたしません。 


i 補修用性能部品について I 

★密閉式 ( FF 式)石油ストーブの補修曲性能部品の保有期間は製造巧ち切りを7年でず。 

•補修用性能部品とは、製品の機能を.維持するために必要な部おでず。 

歯島される場台 I 

♦このス I — ブは電源周波数甜、日 OHz とを同一仕様でず。 

★電源周波数の異なった地域への転居でをそのままお使いいただけますが、高地への転居、高地からの転 
居は再調整が必要ですので別紙の [お客様相談窓 □-覧 I までご相談ください。 


/!\ま忌 

1 ★分解修理の禁旧 


故障、破損した5使用しないでください。 


不完全な修理は、を険でず。 

分解禁止 


遊障-修理の際の連絡先 

アフタ_ヴ_ビスについてわか5ない場合は、お買い求めの販売店、または、もよりの ["も客様相談窓口 
(別紙参照)までお問い合わせください。 


追 


お手义打•アフタ—ヴービス 






据付け-移設について 


据付け-移設工事は販売店に依頼ずる 


♦据付けや移設工事は跟売店または据付業者に依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでください。 


据付け場所の選定及び標準据付け例 


•据付けについては、火災予防条例、電気設備に関ずる巧術基華などの法令の基準がありまず。工事説明 
書の r を全のために必ずお守りください」をお読みになり、販売店又は据付業若とよくご相談してくださ 
い。 

♦標準据付け例については工事説明書を参照してください。 


給排気筒を延長ずる場合の注意 


•給 J 非気筒を延長ずる場含は、3 m 3曲びり L ソ下で取付け5れる場所を選定してください。 


積雪地区における注意 


•積雪のをい地方では、積雪時に給が気筒が雪でふさがれないよラな取が場所を選定してください。また、 
風がよどむよラな場所では、排ガスを再度吸い&んで、不完を燃焼を起こすことがありまず。 


据付け後の確認 


♦据付けが按りました5、らう一度、工事説明書の「ま全のために必ずお守りください」をお読みになり、 
工事説明書に記載されているとおり据え付け5れているかどラかを確認してください。 


公 














_ 試運転 

♦試運乾は、販売店スは据付業者とご一緒に必ずおこなってください。 


•1^ 誠調聖 


1 油タンクに灯油げ充分入っており、油タンク•ストーブ各部に油漏れがないかどラかを確かめてくだ 
さい。 


〇電源プラグびコンセントにさしこんであるか確認してくだごい。 

1 運転開始手順 

• 8 ページの;'': 使ラ前の準備、 II ページの I 使用方 まに従って運転させてください。 

2巧期運乾時の異常現象 

♦開こんして初めて使用したとき、防簡油とか塗料やほこりび乾燥した D 、 焼けたりすることによっ 
てス I -ープから、約20分間位煙やにおいが出ることびありますび、ご使用には全く支障はありませ 
Aj 。 

3正常運転の目安 

I ♦正常運転時のバーナーの炎の色は、黄乂びとさどさまじる青炎です。 


消乂の手順 


♦16 ぺージ [1 肖乂1 に従って消乂操作をしてください。 






お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。 


型 式 

お買上げ年月日 

年 

巧 

曰 

お買上げ店ち 

(電話番号） ( 

) 

— 
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株式会社1^31^= 

本 社 名ち屋巿瑞穗区桃園お日番 17 号 干4 日 7 -日 8 日已 

TEL . 052-822-1144 FAX . 052-822-2742 






